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東
北
風
景
写
真
家
協
会

撮
影
会
担
当
・
第
一
回
企
画

今
年
三
月
、
当
協
会
役
員
会
に
於
い
て
組
織
の
拡
大
を
図
る
意
味
で
、
会
の
主
な
活
動

を
企
画
・
運
営
す
る
役
員
の
役
割
担
当
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
般
、
そ
の
中
で
撮
影
会

担
当
の
丸
山
幹
事
長
を
中
心
に
第
一
回
撮
影
会
ツ
ア
ー
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
。
行
き

先
は
山
形
県
の
出
羽
三
山
神
社
と
日
本
海
に
面
し
た
由
良
温
泉
で
の
夕
日
及
び
朝
の
海
の

風
景
、
さ
ら
に
、
新
潟
県
に
入
っ
て
越
後
の
海
「
笹
川
流
れ
」
を
撮
影
し
て
仙
台
に
戻
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
是
非
会
員
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た

当
協
会
独
自
企
画
の
撮
影
会

が
開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
旅
行
代
理
店
は
竹
内

顧
問
、
鈴
木
会
長
同
行
の
当

協
会
協
賛
撮
影
ツ
ア
ー
で
お

馴
染
み
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
が
担
当
し
ま
す
。

日
程
は
十
月
二
十
日
（

月
）
〜
二
十
一
日
（
火
）
の

一
泊
二
日
。
竹
内
顧
問
が
講

師
と
し
て
同
行
。
参
加
費
用

は
３
万
円
で
す
。

撮
影
場
所
は
出
羽
三
山
の

羽
黒
山
五
重
塔
・
玉
川
寺
庭

園
、
羽
黒
山
で
は
山
伏
と
巫

女
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
お
願
い

す
る
予
定
と
の
事
。
独
自
企

画
な
ら
で
は
の
催
し
で
、
滅

多
に
無
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
全
国

渚
百
選
、
日
本
の
夕
日
百
選

に
選
ば
れ
た
由
良
海
岸
、
八

乙
女
浦
の
景
色
と
夕
日
撮
影

を
予
定
。
こ
の
八
乙
女
浦
は

千
四
百
年
前
に
蘇
我
馬
子
に

暗
殺
さ
れ
た
崇
峻
天
皇
の
子

蜂
子
皇
子
が
京
都
の
由
良
か

ら
舟
で
北
に
逃
れ
、
絶
壁
の

岩
上
で
八
人
の
美
し
い
乙
女

が
導
き
迎
え
た
の
が
地
名
の

由
来
。
ち
な
み
に
、
こ
の
蜂

子
皇
子
が
羽
黒
山
、
月
山
、

湯
殿
山
を
開
山
し
ま
し
た
。

羽
黒
山
に
導
い
た
の
が
三
本

足
の
カ
ラ
ス
で
こ
れ
が
サ
ッ

カ
ー
で
も
有
名
に
な
っ
た

「
八
咫
烏
」
で
す
。
こ
の
時

や
た
が
ら
す

期
の
日
の
入
り
は
午
後
五
時

前
後
で
「
天
気
が
良
い
事
を

祈
る
ば
か
り
」
と
丸
山
幹
事

長
は
真
剣
に
願
っ
て
い
ま

す
。
宿
泊
は
「
ホ
テ
ル
八
乙

女
」
で
一
泊
撮
影
ツ
ア
ー
な

ら
で
は
の
お
楽
し
み
、
日
本

海
の
新
鮮
な
魚
介
類
の
食
事

が
味
わ
え
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
翌
日
は
早
朝
の
海
の

撮
影
を
行
い
、
朝
食
後
は
新

潟
県
村
上
市
に
あ
る
海
岸
で

国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
、

日
本
百
景
に
も
選
定
さ
れ
た

「
笹
川
流
れ
」
に
移
動
し
、

撮
影
を
行
い
ま
す
。
「
笹
川

流
れ
」
の
笹
川
と
は
集
落
名

で
、
こ
の
笹
川
地
区
よ
り
沖

合
い
の
岩
場
ま
で
潮
流
が
見

ら
れ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来

で
す
。
（
フ
リ
ー
百
科
事
典

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
よ
り

引
用
）
概
要
は
鳥
越
山
か
ら

狐
崎
ま
で
の
全
長
十
一
㎞

で
、
そ
の
間
に
無
数
の
奇

岩
、
絶
壁
、
洞
穴
が
連
続
し

て
続
い
て
い
て
、
眼
鏡
岩
、

び
ょ
う
ぶ
岩
、
ニ
タ
リ
岩
、

恐
竜
岩
、
蓬
莱
山
な
ど
の
奇

勝
が
あ
り
、
観
光
船
で
海
の

上
か
ら
も
眺
め
ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
先
は
近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
電
話:
〇
二
二

（
二
二
一
）
六
七
一
一

顧
問
・
竹
内

正

撮
影
ひ
と
り
旅

鈴
木

登

私
の
撮
影
地
は
長
野
県
が

多
く
、
良
く
マ
イ
カ
ー
で
あ

ち
こ
ち
出
掛
け
ま
す
。
上
高

地
に
行
っ
た
時
、
台
風
が
近

づ
い
て
い
て
風
雨
が
強
く
、

土
地
の
人
よ
り
「
今
上
高
地

に
入
っ
た
ら
道
路
が
不
通
に

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
出

ら
れ
な
く
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
、
沢
渡

駐
車
場
よ
り
Ｕ
タ
ー
ン
。
こ

の
ま
ま
仙
台
に
帰
る
の
も
残

念
と
思
い
、
以
前
よ
り
気
に

な

っ
て

い

た
島

崎

藤
村

の

〔
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中

・
・
〕
で
有
名
な
妻
籠
宿
に

向
か
い
ま
し
た
。
妻
籠
宿
は

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
撮
影

地
で
す
。
目
的
地
に
着
い
て

「
明
日
は
雨
が
上
が
る
だ
ろ

う
」
と
自
分
勝
手
に
思
い
込

み
、
雨
の
降
り
し
き
る
中
を

宝
物
で
も
探
す
か
の
如
く
撮

影
ポ
イ
ン
ト
は

何
処(

い
ず

こ)

と
歩
き
回
る
。

雨
な
の

に
観
光
客
も
多
い
為
昔
風
の

喫
茶
店
で
雨
宿
り
、
し
ば
し

雑

談
。
午
後

3
時
も

過
ぎ

表

に
出
て
み
る
と

、
先
程

あ

れ
だ
け
居
た
観

光
客
も

疎

ら
に
な
っ
て
い

た
。
明

日

の
撮
影
ポ
イ
ン

ト
を
決

め

、
宿
泊
案
内
所

で
民
宿

を
紹
介
し
て
も
ら
う
。

こ
の
宿
は
妻
籠

宿
の
一

番

端
に
あ
り
、
そ

こ
を
出

発

点
に
往
復
す
る

と
一
応

街

並
み
を
全
部
見

る
こ
と

が

出
来
る
。
こ
の

宿
屋
の

名

前
は
〝
旅
籠

大
吉
〞

さ

ん
で
す
。
（
後

日
、
メ

モ

リ
ー
の
妻
籠
宿

撮
影
ツ

ア

ー
の
際
分
宿
で

お
世
話

に

な

っ

た

方

も

居

ま

し

た

）
さ
て

、
宿

に
上

が
る

際
、
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
の
靴
を

見
た
女
将
さ
ん
は
靴
の
中
に

古
新
聞
紙
を
入
れ
て
く
れ
て

明
朝
に
は
殆
ど
乾
い
て
い
ま

し
た
。
う
れ
し
い
心
遣
い
で

す
。
風
呂
か
ら
上
が
り
、
夕

食
は
当
地
で
獲
れ
た
川
魚
や

新
鮮
な
山
菜
、
野
菜
な
ど
そ

の
素
朴
な
味
の
美
味
し
さ
に

満
足
。
や
が
て
床
に
就
い
た

が
雨
だ
れ
の
音
が
聞
こ
え
ず

「
も
し
か
し
て
雨
上
が
っ
た

の
で
は
」
と
思
い
雨
戸
を
開

け
る
。
な
ん
と
昨
夜
ま
で
あ

れ
だ
け
降
っ
て
い
た
雨
が
上

が
っ
て
い
た
。

午
前
4
時
前
、
も
う
寝
て

は
い
ら
れ
な
い
。
逸
る
心
で

カ
メ
ラ
、
フ
ィ
ル
ム
を
チ
ェ

ッ
ク
。

宿
を
飛
び
出

し
昨

夜
選
ん

だ
ポ
イ
ン
ト

に
着

く
。
構

図
は
昨
日
か

ら
考

え
て
い

た
の
で
、
三

脚
、

カ
メ
ラ

を
セ
ッ
ト
、

夜
明

け
を
待

つ
。
こ
の
瞬

間
が

私
に
と

っ
て
は
至
福

の
時

で
あ
る

。
や
が
て
明

る
さ

が
適
当

と
思
わ
れ
た

刻
が

来
た
。

さ
あ
撮
影
、

シ
ャ

ッ
タ
ー

を
切
り
始
め

る
と

頭
の
中

は
戦
場
の
よ

う
。

光
線
状

態
が
変
わ
ら

な
い

内
に
撮

影
を
終
え
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

三

分

間

で

六

カ

ッ

ト

撮

影
、
私
と
し
て
は
早
撮
り

の
最
短
記
録
で
し
た
。

ひ
と
り
旅

楽
し
く
も
あ
り

淋
し
く
も
あ
り

登

秋
は
植
物
が
活
動
を
休
止

す
る
前
の
、
最
後
の
最
も
華

や
か
で
美
し
い
時
期
で
も
あ

り
、
絶
好
の
被
写
体
と
な
り

ま
す
。
南
北
に
長
い
日
本
列

島
で

は
紅

葉
の

時
期

は
長

く
、
北
の
高
山
で
は
九
月
中

旬
か
ら
南
の
里
、
街
中
で
は

十
二
月
中
旬
ま
で
楽
し
め
ま

す
。
山
岳
地
帯
の
紅
葉
と
里

の
紅
葉
で
は
被
写
体
も
異
な

り
、
撮
影
方
法
も
違
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
撮
影
の
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。
基

本
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
山
岳
の
紅
葉
」

最
近
は
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
等

で
簡
単
に
山
岳
の
紅
葉
風
景

を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。

高
山
の
紅
葉
は
燃
え
る
様
な

赤
と
黄
葉
、
針
葉
樹
の
緑
、

と
色
相
が
豊
富
で
変
化
に
富

ん
だ
秋
景
は
、
華
や
か
な
中

に
も
深
み
の
あ
る
情
景
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。

一
ー
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
山
岳

風
景:

大
き
く
大
胆
な
フ
レ

ー
ミ
ン
グ
で
撮
影
す
る
。
青

空
、
雲
、
雲
の
影
、
霧
、
ガ

ス
等
を
活
用
し
て
、
空
気
感

を
大
事
に
し
て
奥
行
き
を
だ

す
。

二
ー
パ
タ
ー
ン
〔
模
様
）
化

し
て
の
表
現:

変
化
の
あ
る

美
し
い
部
分
を
切
り
取
り
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
。

「
高
原
の
紅
葉
〔
黄
葉
）
は

華
や
か
な
中
に
も
味
わ
い

の
あ
る
光
景
を
か
も
し
出
し

て
お
り
、
簡
単
に
行
け
る
場

所

が
多
く

誰
で
も

撮
影
を

楽
し
む
事
が
出
来
る

木

種
が
豊

富
で
色

付
き
も

多

種
多
様

で
思
う

存
分
感

性

を
発
揮

で
き
ま

す
。
湖

沼

、
草
紅

葉
等
と

の
組
み

合

わ
せ
を

考
え
る

。
晩
秋

ま
で
撮
影
で
き
ま
す
。

「
里
、
街
中
の
紅
葉
」

十
月
後

半
に
な

る
と
紅

葉

も
里
か

ら
街
中

ま
で
降

り

て
き
ま

す
。
特

に
「
い

ろ

は
も
み

じ
」
は

鮮
や
か

に

色
付
き

ま
す
。

日
頃
よ

り

ポ
イ
ン

ト
を
確

認
し
て

こ

ま
め
に

撮
影
し

ま
し
ょ

う

。

早

朝

が

お

勧

め

で

す
。

「

紅

葉

撮

影

の

注

意

事

項

」

フ

ィ
ル
ム

硬
調

な
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
と
鮮

や
か
な
発
色
と
な
り
ま
す
。

エ
ク
タ
ク
ロ
ー
ム
Ｅ1

0
0

Ｖ
Ｓ

ベ
ル
ビ
ア1

0
0

、1
0
0

Ｆ
等

フ
ィ
ル
タ
ー
紅
葉
を
鮮
や
か
に

写
す
に
は
Ｐ
Ｌ
フ
ィ
ル
タ
ー
を

使
用
し
て
表
面
の
反
射
を
取
り

除
く
、
調
整
し
過
ぎ
る
と
立
体

感
が
弱
く
な
る
の
で
要
注
意
。

光
り
を
読
む

晴
天
時
の
順
光

線
で
は
フ
ラ
ッ
ト
に
な
り
、
立

体
感
が
出
し
難
い
の
で
半
逆
光

線
を
選
ぶ
、
曇
天
で
も
角
度
に

よ
り
光
線
状
態
が
違
う
の
で
、

良
く
観
察
す
る
。

雨
天
の
し
っ
と
り
し
た
空
気

感
の
あ
る
光
も
取
り
入
れ
る
。

逆
光
線
の
活
用

紅
葉
を
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
場
合
等
、
逆

光
を
生
か
し
て
立
体
感
を
出
す

露
出
補
正

色
を
鮮
や
か
に
表

現
す
る
場
合
、
－
０
．
５
、
柔

ら
か
く
出
す
に
は
＋
０
．
５

を
目
安
に
調
整
す
る
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

風
景
は
動

か
な
い

の
で

、
自
分

が
動

く
、
前
後
、
左
右
、
上
下
と

五
十
セ
ン
チ
程
度
の
動
き
で

も
作
品
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。

東
北

風
景

写
真

家
協

会
の

「
北
海
道
大
雪
撮
影
会
」
が
近

づ
き
、
参
加
者
か
ら
機
材
、
フ

ィ
ル
ム
等
の
飛
行
機
持
込
に
際

す
る
問
い
合
わ
せ
が
出
て
お
り

ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を
纏
め

て
み
ま
し
た
。

「
カ
メ
ラ
、
レ
ン
ズ
」

機
内
持
ち
込
み
手
荷
物
と
し

て
飛
行
機
内
に
持
ち
込
む
、
機

内
倉
庫
預
け
荷
物
と
す
る
と
飛

行
中
上
空
は
低
温
と
な
る
為
、

機
材
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

特
に
電
池
使
用
の
カ
メ
ラ
は
要

注
意
。

「
フ
ィ
ル
ム
」

米
国
の
テ
ロ
事
件
以
来
手
荷

物

検
査

の
Ｘ

線
が

強
力

と
な

り
、
フ
ィ
ル
ム
を
通
す
の
が
不

安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル

ム
、
カ
メ
ラ
は
Ｘ
線
を
通
さ
ず

直
接
係
員
に
手
渡
し
て
、
通
過

後
検
査
を
受
け
る
方
法
と
フ
ィ

ル
ム
は
Ｘ
線
を
通
さ
な
い
フ
ィ

ル
ム
用
の
鉛
袋
に
入
れ
て
預
け

荷
物
に
入
れ
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
で
も
可
。

「
三

脚
」

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
預
け
荷
物

と
す
る
。

「
そ
の
他
」

着
替
え
等
必
要
な
物
は
預
け

荷
物
と
す
る
。
機
内
持
ち
込
み

は
二
個
ま
で
大
き
さ
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」

受
光
メ
デ
ィ
ア
は
Ｘ
線
に
影

響
さ
れ
な
い
の
で
問
題
な
し
、

た
だ
し
、
強
い
磁
気
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

〔
顧
問

竹
内

正
）

航
空
機
に
写
真
機
材
持

ち
込
み
時
の
注
意
事
項

早朝の妻籠宿
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森

吉
山
は
秋
田
県
の
中

央
東
部
に
そ
び
え
、
北
の
森

吉
地
区
と
南
の
阿
仁
地
区
に

ま
た
が
る
標
高
一
四
五
四
ｍ

の
山
で
北
東
麓
を
「
奥
森

吉
」
、
南
東
麓
を｢

奥
阿

仁｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
起

伏
に
富
ん
だ
山
々
を
集
水
域

と
す
る
ブ
ナ
の
森
に
は
、
天

然
記
念
物
の
ク
マ
ゲ
ラ
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
小
又
峡
、

桃
洞
、
赤
水
渓
谷
な
ど
の
渓

谷
・
渓
流
や
、
数
多
く
の
名

瀑
が
続
く
秘
境
で
す
。

森
吉
山
頂
一
帯
は
六
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
可
憐
な
花

が
咲
き
誇
り
「
花
の
百
名

山
」
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
花
畑
は
山
頂
東
側
に

あ
る
山
人
平
で
、
こ
こ
に
行

く
に
は
阿
仁
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗

り
、
山
頂
駅
か
ら
石
森-

阿

仁
避
難
小
屋-

稚
児
平-

山

頂-

山
人
平
と
、
登
山
道
を

片
道
一
時
間
四
〇
分
ぐ
ら
い

か
か
り
ま
す
。
歩
き
に
自
身

の
な
い
方
は
ゴ
ン
ド
ラ
を
降

り
た
ら
石
森
へ
行
き
、
こ
こ

か
ら
森
吉
避
難
小
屋
の
方
へ

行
く
と
森
吉
神
社
と
冠
岩

（
か
ん
む
り
い
わ
）
が
あ

り
、
こ
こ
か
ら
引
き
返
し
て

き
て
も
よ
く
、
往
復
一
時
間

半
あ
れ
ば
十
分
で
す
。
ゴ
ン

ド
ラ
乗
場
に
は
開
花
状
況
が

掲
示
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
に
は
山
体
を
バ
ッ
ク
に

ブ
ナ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
黄
葉

と
点
在
す
る
カ
エ
デ
な
ど
の

紅
葉
が
見
事
で
す
。

森
吉
山
に
は
、
秋
田
新
幹

線
角
館
か
ら
秋
田
内
陸
線
に

乗
り
換
え
、
阿
仁
合
か
阿
仁

前
田
で
降
り
バ
ス
で
行
く
か

タ
ク
シ
ー
利
用
と
な
る
。
マ

イ
カ
ー
で
は
一
〇
五
号
線
を

経
て
阿
仁
ゴ
ン
ド
ラ
乗
場
へ

行
く
。

小
又

峡
は
神
秘
的
な
自

然
の
造
形
美
を
見
せ
、
他
に

類
の
な
い
景
観
で
す
。
森
吉

ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
出
来
た

大
平
湖
に
は
、
大
小
十
三
の

渓
谷
、
渓
流
が
注
ぎ
、
サ
ク

ラ
マ
ス
、
イ
ワ
ナ
な
ど
が
生

息
し
て
お
り
、
こ
こ
を
遊
覧

し
て
小
又
峡
に
渡
り
ま
す
。

桟
橋
か
ら
歩
き
始
め
、
二

キ
ロ
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
三
階
滝
ま
で
二
時
間

弱
で
往
復
で
き
ま
す
。
横
滝

-

曲
滝-

ガ
マ
淵
、
三
角
滝

‐
穴
滝
‐
化
ノ
滝

と
個
性
的
な
滝
が

続
き
三
階
滝
に
着

き
ま
す
。
三
階
滝

は
落
差
二
十
メ
ー

ト
ル
、
三
段
に
分

か
れ
て
流
れ
落
ち

迫
力
満
点
で
す
。

行
く
道
々
は
、
秋

に
は
ド
ウ
ダ
ン
、
カ
エ
デ
の

紅
葉
が
美
し
い
。

森
吉
山
か
ら
の
返
り
に
、

一
〇
五
号
線
に
戻
り
北
上
し

阿
仁
前
田
か
ら
東
に
小
又
川

沿
い
に
走
る
と
一
時
間
ぐ
ら

い
で
大
平
湖
に
着
く
。
こ
の

近
く
の
国
民
宿
舎
森
吉
山
荘

か
、
杣
（
そ
ま
）
温
泉
に
泊

ま
る
と
都
合
が
良
い
。
往
路

を
戻
っ
て
も
良
い
が
曲
が
り

く
ね
っ
た
山
道
（
県
道
三
九

九
号
線
）
を
北
東
方
向
に
進

む
と
一
時
間
程
で
東
北
道
自

動
車
道
鹿
角
八
幡
平
Ｉ
Ｃ
に

出
る
の
で
利
用
で
き
ま
す
。

（
渡
邊
セ
ツ
）
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こ
の
二
〇
年
間
の
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
進
化

は
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の

十
数
倍
の
速
さ
で
機
能
が

変
化
し
て
い
ま
す
。
画
像

を
デ
ジ
タ
ル
で
記
録
す
る

始
め
て
の
デ
ジ
カ
メ
は
、

フ
ジ
の
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｘ

Ｄ

Ｓ
‐
１
Ｐ
（
一
九
八
八

年
）

液
晶
画
面
を
搭
載

し
、
六
万
円
台
の
価
格
で

大
ヒ
ッ
ト
し
た
の
が
カ
シ

オ
の
Ｑ
Ｖ-

１
０
。
そ
れ

か
ら
、
動
画
記
録
機
能
、

Ａ
Ｅ
や
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ

ス
（
Ａ
Ｆ
）
、
画
素
数
の

大
幅
ア
ッ
プ
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の

変
更
可
、
手
ブ
レ
制
御
、

高
倍
率
ズ
ー
ム
、
デ
ジ
タ

ル
ズ
ー
ム
、
液
晶
画
面
の

大
型
化
、
顔
認
識
機
能
、

笑
顔
認
識
機
能
と
様
々
な

奥
の
手
が
開
発
さ
れ
搭
載

さ
れ
ま
し
た
。

な
ん
か
昔
、
子
供
に
買

っ
て
や
っ
た
「
合
体
ロ
ボ

？
○
○
ン
ガ
ー
Ｚ
」
み
た

い
に
、
い
ろ
い
ろ
な
武
器

を
装
備
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

戦
闘
シ
ー
ン
に
対
応
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
何
で
も
か
ん
で
も

付
い
て
い
れ
ば
良
い
と
い

う
も
ん
で
も
無
か
ろ
う

に
。
と
思
う
の
は
私
だ
け

？
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
っ
て

ス
ゴ
イ
で
す
ね
。
た
だ

し
、
全
部
の
機
能
を
解
か

っ
て
使
え
ば
。
頭
が
つ
い

て
い
け
な
い
、
使
い
こ
な

せ
な
い
。
で
も
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
は
メ
ン
ド
ク
サ
イ

？
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
で
き
な
く
て
、
フ

ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
で
き
る

事
を
捜
し
て
み
ま
し
た
。

①
電
池
が
ア
ウ
ト
・
・
・

自
動
巻
上
の
フ
ィ
ル
ム
カ

メ
ラ
や
、
自
動
露
出
の
フ

ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
は
デ
ジ
カ

メ
同
様
、
撮
影
は
ア
ウ
ト

だ
が
、
機
械
式
の
フ
ィ
ル

ム
カ
メ
ラ
は
、
フ
ィ
ル
ム

さ
え
あ
れ
ば
撮
影
Ｏ
Ｋ
。

②
多
重
露
光
・
・
・
・
一

コ
マ
に
、
何
回
も
露
光
す

る
こ
と
。
（
ほ
ぼ
全
部
の

フ
ィ
ル
ム
一
眼
レ
フ
で

可
）
た
ぶ
ん
、
こ
れ
は
デ

ジ
カ
メ
で
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。

で
も
、
方
法
は
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
花
火
撮
影
の

よ
う
な
暗
い
中
で
の
撮
影

の
み
。
花
火
を
多
重
で
撮

影
す
る
時
、
バ
ル
ブ
（

Ｂ
）
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開

き
、
黒
い
遮
光
板
で
レ
ン

ズ
の
前
を
何
回
か
覆
っ
て

撮
る
し
か
な
い
。
い
か
に

も
デ
ジ
タ
ル
ら
し
か
ら

ぬ
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
す
。

（
丸
山
慎
一
）

日
本
は
欧
米
に
比
較
し
て

写
真
芸
術
に
対
す
る
認
識
が

ま
だ
薄
い
現
状
で
す
が
、
近

年
写
真
専
門
の
美
術
館
が
各

地
で
開
館
し
て
、
そ
の
数
も

ロ
ー
カ
ル
を
含
め
る
と
一
〇

〇
館
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

有
名
な
所
で
は
、
東
京
都
写

真
美
術
館
、
土
門
拳
記
念

館
、
清
里
フ
ォ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
拓
真
館
（
前
田
真
三

写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
、
岡
田

紅
陽
写
真
美
術
館
、
秋
山
庄

太
郎
美
術
館
、
竹
内
敏
信
常

設
写
真
館
、
等
々
が
あ
り
ま

す
。今

回
は
日
本
で
最
初
に
開

館
し
た
、
土
門
拳
記
念
館
を

紹
介
し
ま
す
。

土
門
拳
は
世
界
を
代
表
す

る
写
真
家
の
一
人
で
あ
り
、

一
九
〇
九
年
酒
田
生
ま
れ

で
、
酒
田
市
の
名
誉
市
民
の

第
一
号
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
の
作
品
全
て
（
七
万
点
）

を
酒
田
市
に
寄
贈
、
こ
れ
を

受
け
て
酒
田
市
で
は
一
九
八

三
年
日
本
初
の
写
真
美
術

館
、
土
門
拳
記
念
館
を
開
館

し
ま
し
た
。
有
名
な
デ
ザ
イ

ナ
ー
亀
倉
雄
策
の
銘
板
、
イ

サ
ム
ノ
グ
チ
の
彫
刻
、
華
道

家

勅
使
河
原
宏
の
オ
ブ
ジ

ェ
等
が
あ
り
芸
術
の
館
の
感

が
あ
り
ま
す
。

同
館
は
広
大
な
敷
地
の
飯

森
山
公
園
内
に
あ
り
、
作
品

の
保
存
を
は
か
り
な
が
ら
、

主
要
展
示
室
で
は
常
設
で
土

門
拳
の
作
品
を
展
示
し
て

お
り
「
古
寺
巡
礼
」
「
室

生
寺
」
「
ヒ
ロ

シ
マ

」

「
筑
豊
の
こ
ど
も
た
ち
」

「
風
貌
」
「
日

本
名

匠

伝
」
等
代
表
作
を
順
次
入
れ

替
え
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
写
真
は
肉
眼
を
越
え
る
」

「
実
物
が
そ
こ
に
あ
っ
て
、

何
度
も
み
て
い
て
も
実
物
以

上
に
見
せ
て
く
れ
る
写
真

が
、
本
物
の
写
真
と
い
う
も

の
で
あ
る
」
と
の
名
言
を
残

し
て
い
る
。

展
示
日
程

６
月
25
日
〜
10
月
5
日

開
館
25
周
年
記
念
展

土
門
拳
全
仕
事

10
月
8
日
〜
1
月
12
日

土
門
拳
の
風
景

1
月
15
日
〜
4
月
5
日

古
寺
巡
礼

Ｌ

Ｂ
フ

ィ
ル
タ

ー
色

温

度
変
換
フ
ィ
ル
タ
ー

リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム
を

使
う
場
合
、
Ｌ
Ｂ
フ
ィ
ル
タ

ー
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
フ
ィ
ル
ム
と
光
源
の
色

温
度
を
適
合
さ
せ
ま
す
。

実
際
に
出
会
う
光
源
は
様
々

で
、
フ
ィ
ル
ム
に
と
っ
て
最

良
の
光
源
を
使
う
こ
と
の
方

が
難
し
い
。
そ
れ
で
Ｌ
Ｂ
Ａ

（
色
温
度
下
降
用
の
ア
ン
バ

ー
系
、
日
陰
や
曇
り
の
日
の

青
っ
ぽ
く
写
る
現
象
を
自
然

な
色
に
整
え
る
）
や
Ｌ
Ｂ
Ｂ

（
色
温
度
上
昇
用
ブ
ル
ー

系
、
朝
夕
の
赤
味
の
強
い
光

を
抑
え
自
然
の
色
調
に
仕
上

げ
る
）
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用

し
て
、
光
源
の
色
温
度
を
調

整
し
フ
ィ
ル
ム
の
色
温
度
に

あ
わ
せ
る
様
に
し
、
自
然
の

色
を
忠
実
に
再
現
す
る
。

Ｌ
Ａ
Ｂ
フ
ィ
ル
タ
ー
２
、

４
、
８
や
Ｌ
Ｂ
Ｂ
フ
ィ
ル
タ

ー
２
、
４
、
８
を
常
時
携
行

し
て
撮
影
す
る
様
に
心
掛
け

て
お
り
ま
し
た
。

セ

ン
タ
ー

フ
ォ

ー
カ
ス

フ
ィ
ル
タ
ー

凸
レ
ン
ズ
の
中
心
部
に
素

通
し
の
丸
い
穴
が
開
い
た
フ

ィ
ル
タ
ー
で
す
。
中
心
部
は

シ
ャ
ー
プ
な
ピ
ン
ト
が
得
ら

れ
、
画
面
周
囲
に
独
特
の
ボ

ケ
を
創
り
ま
す
。
ソ
フ
ト
な

フ
レ
ー
ム
の
中
に
シ
ャ
ー
プ

な
中
心
像
が
で
き
ま
す
。

撮
影
に
は
レ
ン
ズ
は
50
ミ

リ
前
後
、
絞
り
４
、
ま
た
は

５
．
６
ぐ
ら
い
が
効
果
が
出

せ
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
効
果

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

練
習
を
重
ね
て
青
葉
祭
り

で
子
供
の
踊
り
を
撮
り
続

け
、
良
い
作
品
が
出
来
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

平
行
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

フ
ィ
ル
タ
ー

プ
リ
ズ
ム
を
素
材
に
し
た

多
重
効
果
が
簡
単
に
楽
し
め

る
フ
ィ
ル
タ
ー
で
す
。
花
火

撮
影
に
参
加
し
勉
強
会
の
と

き
、
一
緒
に
撮
影
し
て
い
た

方
か
ら
、
「
私
の
は
花
火
が

一
本
し
か
揚
が
っ
て
な
い
の

に
、
ど
う
し
て
3
本
も
揚
っ

て
る
の
？
」
と
質
問
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ネ
タ

バ
レ
で
す
が
、
実
は
密
か
に

こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し

た
の
で
し
た
。

ス
カ
イ
セ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ
ー

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
樹

脂
の
角
型
フ
ィ
ル
タ
ー
で

す
。
カ
ラ
ー
グ
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
マ

ル
チ
ホ
ル
ダ
ー
を
レ
ン
ズ
に

取
り
付
け
、
こ
れ
に
角
型
フ

ィ
ル
タ
ー
を
差
し
込
ん
で
、

上
下
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
使
用

し
ま
す
。
日
の
出
や
夕
陽
の

撮
影
に
よ
く
使
用
し
ま
す
。

ハ
ー
フ
Ｎ
Ｄ
フ
ィ
ル
タ
ー
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

日
中
も
使
用
し
ま
す
。

日
の
出
、
夕
陽
の
場
合
、

ス
カ
イ
セ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
ー

と
マ
ゼ
ン
タ
を
組
み
合
わ
せ

る
と
更
に
良
い
色
に
な
る
様

で
す
。

私
の
フ
ィ
ル
タ
ー
ワ
ー
ク

飯

田

栄

森
吉
山
・
小
又
峡

写

真
美

術
館

め
ぐ

り

土
門
拳
記
念
館

竹
内

正

カ

メ
ラ

・
・
・
・
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
一
話

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
っ
て

昔
の
合
体
ロ
ボ
？

写
真
マ
ニ
ア
に
と
っ

て
は

じ

っ
と
し
て
お
れ
な
い

紅
葉

の

季
節
が
近
づ
い
て
き

ま
し

た

。
北
海
道
お
よ
び
庄

内
へ

の

撮
影
ツ
ア
ー
に
関
す

る
案

内

を

掲

載

し

ま

し

た

。

「

秋

、
紅
葉
を
撮
る
」
を

実
践

し

て
、
素
晴
ら
し
い
風

景
を

写
し
撮
っ
て
下
さ
い
。

秋
田
の
内
陸
部
の
森

吉
山

と

秘
境
小
又
峡
を
紹
介

し
ま

し

た
。
実
は
こ
の
地
域

の
情

報

は
十
分
で
は
な
い
の

で
、

交

通

の

便

な

ど

確

認

の

う

え
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

フ
ィ
ル
タ
ー
の
使
用

は
勘

違

い
が
あ
っ
た
り
、
億

劫
だ

っ

た
り
し
ま
す
が
、
フ

ォ
ト

マ

ス
タ
ー
の
資
格
を
取

る
程

勉

強
な
さ
れ
た
ベ
テ
ラ

ン
な

ら

で
は
の
コ
ツ
如
何
で

し
ょ

う

か
。
会
員
の
方
々
の

失
敗

や

工

夫

を

お

寄

せ

願

い

ま

す
。今

回
写
真
美
術
館
め

ぐ
り

を

企
画
し
、
そ
の
ス
タ

ー
ト

を

竹
内
顧
問
よ
り
ご
寄

稿
頂

き

ま
し
た
。
今
後
も
お

気
に

入

り
の
写
真
館
等
の
情

報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
報
は
季
刊
と

な
っ

て

お
り
、
季
節
を
意
識

し
つ

つ

編
集
し
て
お
り
ま
す

。
季

節

の
ず
れ
る
こ
と
や
、

頂
い

た

原
稿
が
先
送
り
に
な

る
こ

と

も
あ
り
ま
す
が
、
お

許
し

願

い
ま
す
。
原
稿
は
発

行
予

定

の
半
月
前
ま
で
に
お

寄
せ

願
い
ま
す
。

編
集
後
記


